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ダリアのポット・ルート生産方法に関する研究

第II報 各系統・品種別によるポット・ノレート生産についτ

明道 博・奥村実義・蝶野秀郷

1.緒言

北海道におけるダリアのポット・ Jレート生産は

春に種球の蔚芽をさし，活着苗を秋まで鉢植え栽

培する乙とによって達せられるが，生産されたポ

ット・ノレートの塊根着生数および重量には，品種

による差違がうかがわれたり。

一方，従来法によるダリア球根栽培においても

品種によってその塊根形成量や塊根の形に差違が

あることは，古くから栽培業者間で経験されてき

たことであり，乙のことは今日のダリアがいくつ

かの原種をもととして発達した園芸雑種であって

しかも系統によって原種の影響の度合が異なるも

のと考えられている点3)からも，充分可能性があ

るものと考えられる。

さらに，輸出を目的とした球根生産にあっては

種々な花型，花色，開花期の早晩性等が要求され

したがって数多くの系統・品種の生産が行なわれ

ねばならぬことは必定であるが，一方においては

規格の統一が望まれるので，系統・品種を異にし

てもそれらの球根が斉一なサイズ，形状であるこ

とが好都合である。

乙れらの観点から，乞こでは現在一般に栽培さ

れている 8系統・ 51品種をえらび，前報の方法に

従ってポット・ lレート生産に関する試験を行ない

その塊根形成量を系統・品種別に調査し，比較検

討を加えた。

なお，乙の研究は文部省科学試験研究費による

「輸出球根の栽培環境に関する研究」の一部とし

て行なわれた。ことに関係当局に衷心より感謝の

意を表する。

11. 材料と方法

供試した 8系統(①~⑧)，計 51品種はつぎの通

りである。

① 大輪カクタス咲き (10品種)

早生インメンス

マジック A

ゴーノレド・コイン

中生 エドナーデー

テレマーク

フリーデ、ンスクVレス

オクレー・チャンピオン

晩生マナズ lレ

ニュー.)レック

フイガ、ロー

② 大輪デコラテイブ咲き (12品種)

早生 クロイドン・マスターピース

ブラック・アウト

フレース

中生 モロベス・カーペサーター

メリー-エリザベス

ノfーシ・ノ'f_Jレス

晩生 ロイヤJレ・トウーJレ

クロイドン・サイクラメン

ポーダー-ノfフ

ケノレビン

ノイJレガス・ガードナー

レッド・サリュー

@ 中輪カクタス咲き(9品種)

早生マヨレイン

チッフ。ラー

テ、ユツセノレドlレフ

新世界

あさひ

中生ロゼ、ラ

、ンレナ

オリーブ・コーム
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腕生 フラウ・マjレグリッド・ハ F ゼ

④ 中輪デ‘コラテイブ咲き (11品種)

早生朝のかがやき

ロゼ、ツセイ・レフラー

歌椿

中生花祭り

東の輝

デュエット

桃の光

天真

晩生東の光

紫

花

光

笠

⑤ ボー Jレ咲き (3品種)

ロージー・ドン

ボンネブリュー

グロアーノレ・ド・リオン

⑤ ポシポン咲き (3品種)

ゆめ

紫玉

ポーカー

⑦ コラレット咲き (2品種)

クレJレデリユン

トラサックス

⑧ ス戸パー・トップ・ミッ.クス(1品種)

ノインビ戸ノ

これら各品種の前年産塊根を昭和 37年 3月下

旬に温室内で催芽開始し，摘芽したものを4月下

旬にさし芽した。

さし芽は「切り芽」によるよりも塊根形成量が

多い「かき芽J')を用いた。

活着苗は，ピート・モス 2，川砂1(容量比)の

割合で混合した用土を用い，育苗鉢(直径 7cm，

深さ 7cm)に定植し 10月15日に収穫するまで

北海道大学附属農場花井閣において栽培した。な

お，施肥はすべて化成肥料 (N14・P8・K14)を

用い，基肥として 1鉢あたり 0.3gr.を与えたほか

栽培期間中 12回追肥を行なった。

111. 試験結果

供試した各品種のさし芽苗によるポット・ノレ戸

ト生産状態を知るために，その塊根形成の状況と

塊根着生数および重量を調べ，その結果を系統別

にまとめて第 1表に示した。

これによると，各系統・品種におけるポット-

Jレート生産はほぼ達成され，それぞれの着生塊根

数・重量についても比較的斉一なものがえられて

いる上に，慣行球根栽培法においては不整形球や

繊根性，小球性等の欠陥を有する品種でも，同様

なポット・ Jレートがつくられている(図版I-III)。

しかしながら第1表にみられるように，塊根形

成を全うする株の歩留まりは，品種によって差違

がうかがわれる。これを系統別にみると，大輪種

と中輪穏との聞には差が認められないが，デコ

ラテイブ咲きはカクタス咲きよりも歩留まりがよ

く，また晩生種および中生種は早生種よりも歩留

まりがよい (l、ずれも 5%水準で有意差あり)。

すなわち，大輪および中輪種では，一般にカク

系

第 1表 各系統品種別によるポット・ Jレートの塊根着生数および重量

I c> _ I供試数|収穫数 l一株平均 l一株平均 l描
統 | 品 種 I "'''''''''''I''̂''''''''''I 塊根着生数|塊根重量|備

I (株) I (株) I 個ほr.)
ヨ管

大輪 早生 イ ンメ ンス 10 9 2.3:t 0.15 15.7土2.61

カクタス咲 て才 ジ ツ ク A 10 9 3.2:t 0.13 12.3:t 0.59 

コ'ーノレドコイン 10 9 3.7土0.33 26.2土3.33

中生 エドナーデー 10 9 3.3:t 0.30 17.9:t 1.39 

7 レマー ク 10 10 3.8:t 0.28 21.0土2.07

フリーデンスグルス 10 7 2.8:t 0.24 6.0 :tu.49 

オク Vーチャンピオン 10 9 3.4:t 0.30 15.3:t 1.29 

院生 ""7 ナ ズ Jレ 10 10 4.6土0.33 26.1 :t4.48 

ニュールック 10 10 3.8:t 0.24 19.7土2.62

フ イ ガロ 10 10 3.2:t 0.20 16.2:t 3.35 
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系 統 品 種 lTIT| 
一株平均
塊根着生数
(個)

均
量
平
重
吋

株
根
包

一一塊 考
、~ ， 

大輪 早生 クロイドンマスタ{ピース 10 8 3.8 :t0.24 12.0:t 2.87 

デコラテイプ咲 プラックアウト 10 9 3.3 :t0.15 18.9:t 3.33 

プ レ ズ 10 9 4.7 :t0.39 19.0:t 0.92 

中生 毛ロベスカーベサー:9- 10 10 3.6 :t0.26 21.5:t 1.61 

メリーエリザベス 10 10 4.7 :t0.29 24.9:t 4.03 

ノマーシパー Jレス 10 9 3.1 :t0.23 14.1:t 4.25 
晩生 ロイヤルトウール 10 9 3.5:t0.16 10.9:t 2.57 

クロイドンサイクラメン 10 10 4.0:t0.28 19.5:t 1.64 

ポータ'ーノマフ 10 10 4.6 :t0.15 26.7:t 2.58 

ケ ノレ ビ了 ン 10 10 3.6 :t0.26 19.1 :t 3.48 

バルガスガードナー 10 9 3.4 :t0.28 13.5:t 1.70 

レッドサリユー 10 9 3.5:t0.27 8.8:t0.68 

中輪 早生 で7 ヨ レイ ン 10 7 2.1 :t0.03 4.6:t0.37 小球性

カクタス咲 チ ツ プラ 10 9 2.9 :t0.23 1O.1:t 1.91 

デユッセノレドルフ 10 10 3.7:t 0.30 21.6:t 3.85 

新 世 界 10 9 3.9:t 0.29 26.8土5.32

あ さ ひ 10 9 2.7 :t0.16 8.4:t 1.70 不整球

中生 ロ ゼ 7 10 9 3.3:t 0.21 13.1:t 2.56 繁殖わるい

シ レ ナ 10 10 3.1 :t0.23 15.9:t 1.96 小球性，分球し
難い

オリープコーム 10 10 3.1士0.27 16.9:t 2.35 

晩生 フラウマルグリットノ、ーゼ 10 9 3.4 :t0.37 11.9土2.29 不整球

中輸 早生 朝のかがやき 10 10 3.4:t 0.33 15.4:t 1.86 首が紙い

デコラテイプ咲 ロゼッセイレプラー 10 9 3.8:t 0.31 22.1:t 4.23 

歌 椿 10 9 2.4士0.16 6.7:t 1.34 

中生 花 祭 り 10 10 3.9土0.43 14.1士1.16

東 の 輝 10 10 3.3土0.23 15.4:t 2.56 

デユエ '1 ト 10 10 4.1:t 0.23 29.8:t 5.01 

桃 の 光 10 9 3.2:t 0.27 20.7:t 2.99 

天 真 10 10 2.8士0.25 9.8:t 1.02 

腕生 東 の 光 10 9 3.0 :t0.21 14.2:t 1.83 繁殖わるい
球がもろい

紫 光 10 9 3.2土0.20 7.2 :t0.30 丸球になりやすい

::tb 笠 10 10 3.9:t 0.23 16.3:t 2.33 

ボ ノレ 咲 ロージードン 10 10 3.5土0.34 22.7:t 2.72 繁殖わるい

ボンネプリュー 10 10 4.6 :t0.22 12.0:t 1.40 

グロアールドリオン 10 10 4.3 :t0.26 25.3:t 4.88 

ポ ンポ ン咲 ゆ め 10 10 4.1:t 0.32 17.4:t 1.14 

紫 玉 10 10 4.0:t 0.25 14.3:t 2.38 
クラウンが硬く

て分球し難い

ポ 一 カ 一 10 10 3.5:t 0.26 13.6:t 1.38 織根性

コラレット咲 クレルデリユン 10 9 3.2 :t0.26 

トラサックス 10 10 3.8:t 0.20 23.2:t 5.11 

スーパートップミッ
パーム ピノ 10 8 2.5:t 0.26 山土1.73I小球性

クス種
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タス咲きがポット・ノレート生産能率が劣り，また

開花期の早いものが同様にわるいことが認めら

れる。

これを品種別にみると，供試 51品種中全供試

個体が塊根形成を全うしたもの 25品種，塊根未

形成株が供試 10個体中 l個体みられるものが22

品種，同 2個体ないし 3個体みられるものがそれ

ぞれ2品種となっていて，品種による差違が認め

られ，フリーデンスグノレス，マヨレイン(以上10

個体中 3個体が未形成)，クロイドン・マスターピ

ース，パンビーノ(以上 10個体中 2個体が末形

成)などは明らかに生産能率が劣るものと判断さ

れる (5%水準で有意差あり)。

一方，形成されたポット・ lレートの塊根着生数

は，多い品種で平均 4.7個(プレーズ;大輪・早

生・デコラテイブ咲き)，少ない品種で平均 2.1個

(マヨレイン;中輪・早生・カクタス咲き)となっ

ている。これを系統別にみると，大輪種と中輪種，

開花期の早・中・晩生聞には有意差が認められな

いが，大輪カクタス咲きが大輪デコラテイブ咲き

減
数
綱
引

• 
4.0 ⑨ 

田

口

日目
e 

目

3.0 

ム

2.0 

よりも劣ることは確か (5%水準で、有意差あり)

で，このことは従来のダリア球根栽培においても

大輪カクタス咲き系統には収量の少ない品種が多

いとされていることと同様な傾向を示している。

しかしながら，品種による塊根着生数の相違は

かなり認められ，マナズjレ，プレーズ，メリ戸・

エリザ、ベス，ポーダ{・ノfフ，ボンネブリュー，

グロアーJレ・ド・リオンなどでは着生数が多く，

ついで， ゴーjレド・コイン，テレマーグ，ニュ

戸・ Jレック，クロイドン・マスターピース，モロ

ベス・カーペサーター，ロイヤ Jレ・トウ~)レ，ク

ロイドン・サイクラメン，ケノレビン， レッド・サ

リュー，デュッセ lレドノレフ，新世界，ロゼツセ

イ・レプラー，花祭り，デュエット，ロージ F ・

ドン，ゆめ，紫玉，ポーカー， トラサックスなど

でも比較的多い方であるが，インメンス，フリ

F デンスグノレス，マヨレイン，チップラー，あさ

ひ，歌椿，天真，パンビーノなどは塊根着生数は

少ない。

つぎに，形成されたポット・ノレートの塊根重量

口
G日

⑨ 回

日 O 

O 

O 

• ①口
田

ーす一一

却ゲダえU史 e 

ヂヨヲ干イi'v長 日
日

ポー JレU長
ガ1・ンホ.シロ長

ヨエヲレ、ソトvlt
ぇ，ハ・ートり7.主、γグス穆 ム

20.0 25.0 30.0(81:)重量10.0 15.0 

第 1図 鉢栽培法におけるダリアの系統・早晩生別による塊根形成

( 1株平均塊根着生数および重量)



は，もっとも大きい品種で平均 29.8gr. (デュエッ

ト;中輪・中生・デコラテイブ咲き)，もっともノト

さい品種で平均 4.6gr.(マヨレイン;中輪・中生・

カクタス咲き)となっていて，その差は著しい。

この塊根重量の相違は，とれを系統間および開

花期の早・中・晩生聞で比較しでも有意差がみら

れないが，品種間でくらべると明らかに差が認め

られるo 塊根重量が大きい品種はデュエットにつ

いで新世界 (26.8gr.)， ポF ダー・パフ (26.7gr.)， 

ゴーノレド・コイン (26.2gr.)， マナズノレ (26.1gr.)， 

グロアーlレ・ド・リオン (25.3gr.)，メリー・エリ

ザベス (24.9gr.)， トラサックス (23.2gr.)， ロー

ジー-ドン (22.7gr.)，ロゼツセイ・レプラー

(22.1 gr.)，デュッセノレドノレフ (21.6gr.)，モロベス・

カーペサーター (21.5gr.)，テレマーク (21.0gr.)， 

桃の光 (20.7gr.)などで，乙のほか供試品種の大

半はそれぞれ 10-20gr.の塊根形成を行なってい

るが， マヨレイン (4.6gr.)， フリーデンスグJレス

(6.0 gr.)，歌椿 (6.7gr.)，紫光 (7.2gr.)，あさひ (8.4

gr.)，レッド・サリュー (8.8gr.)，天真 (9.8gr.) 

などは塊根重量が著しく小さい。

これらの結果を綜合して，系統および開花期の

早・中・晩生別に塊根着生数とその重量との関聯

を検討すると，第 1図に示したように，塊根着生

数と重量との聞にはかなりの相関が認められる

(r=0.7005) のは確かで，多くの J~合塊根重量が大

きければ塊根着生数も多い傾向を示している。

したがって，ポット・ Jレート生産にあっては，

塊根形成の難易とその重量とによって品種の適否

が検討されてよいものと思われる。

また，慣行球根栽培法においてみられる不整形

球，小球性，繁殖不良等の品種特性は，必ずしも

ポット・ノレート生産上のそれとは一致していない

ものと認められ， したがって従来これらの欠陥が
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球根栽培上の難点とされてきた品種にあっても，

ポット・ 1レート生産によれば，よく揃った規格の

球根を生産する ζとは可能である。

この場合，塊根形成そのものの難易および塊根

形成量の多少は，品種によって差が認めれるが，

系統や開花期の早・中・晩性による差違は認めら

れないので，各系統ごとに適合品種の選択を行な

い，能率的に生産しうる品種を組合わせてゆくべ

きものと考えられる。

IV. 摘 要

1. ダリアの各系統・品種別によるポット・ Jレ

ート生産の可能性を確めるために， 8系統・ 51品

種を用いてその塊根形成状態を調査した。

2. 塊根形成はいずれの系統・品種においても

達せられたが，その難易，塊根着生数および重量

は品種によって差違が認められた。

3. この差違は，系統や開花期の早・中・晩生

によるものではなく，品種の違いによるものと認

められた。

4. ポット・ Jレートの塊根着生数と重量との聞

には強い相関が認められる o

5. とれらの結果から，ダリアのポット・ lレー

ト生産をすすめるにあたっては，各系統ごとに適

合品種を選択して組合わせる乙とが必要で，これ

によって従来の球根栽培法における難点を克服で

きる。
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図版 I 大輪カクタス系及びデコラテイプ系各品種の慣行栽培法(上段j

及び鉢栽培法(下段)における収穫株の形状
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図版 II
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図版 II cb輪カクタス系及びデコラテイブ系各品種の慣行栽培法(土段)

及び鉢栽培法(下段)における収穫株の形状



図版 III

ボーノレ咲

ポンポン咲

コラレット咲スーパートップミックス種

図版 III ボーノレ，ポンポン，コラレァト，スーパートップミックス系

各品種の慣行栽培法(上段)及び鉢栽培法(下段)における収

穫株の形状

明道・奥村・蝶野


